
■
直
方
に
「
取
替
子
」
あ
り

　

神
は
細
部
に
宿
る
と
い
う
が
、
歴
史
の
手
が
か
り
も
ま
た
片

隅
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

幕
末
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
刊
行
の
『
田
嶋
外
伝
浜
千

鳥（
註
１
）』（

以
下
「
田
嶋
外
伝
」）
は
、
長
崎
街
道
の
原
田
宿
（
筑

紫
野
市
）
周
辺
を
舞
台
と
す
る
読
み
物
で
、
な
か
に
彩
色
の
挿

絵
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
絵
師
の
清
水
蝶
堂
は
原
田
宿
の
出

身
と
推
定
さ
れ
る
だ
け
に
、
宿
場
周
辺
の
描
写
は
き
わ
め
て
精

密
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
原
田
宿
の
名
物
腹
太
餅
屋
の
情
景
は
、
挿
絵
の
な

か
で
も
と
く
に
入
念
に
描
か
れ
て
い
る
。（
図
１
）
場
面
は
餅

や
菓
子
を
入
れ
た
箱
が
並
ぶ
餅
屋
の
店
頭
で
、
床
机
に
掛
け
た

悪
党
ど
も
が
悪
だ
く
み
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
店
内
の
数
枚
の
貼
紙
で
あ
る
。
拡
大
す

る
と
「
筑
前
上
座
郡　

健
中
丸　

松
末
村
□
堂
」「
日
本
一
法

天
恵
散　

百
花
堂
」
な
ど
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
周
辺
地
域
の
薬

の
広
告
の
よ
う
だ
。
さ
さ
い
な
貼
紙
に
ま
で
細
か
に
描
き
込
む

絵
師
の
こ
だ
わ
り
に
も
驚
く
が
、
そ
の
一
枚
に
「
鞍
手
郡　

□

［ちくほう地域研究］
直方の名薬

「取
と っ け し

替子」の消長

筑豊地域研究会
牛嶋　英俊

替
子　

□
□
□
□
」
と
三
行
に
書
く
貼
紙
が
み
え
る
。
こ
れ
は

何
か
。（
図
２
）

　

江
戸
時
代
の
筑
前
各
地
の
特
産
品
を
列
記
し
た
『
筑
前
国
続

風
土
記
附
録
』「
巻
之
四
十
六　

土
産
考
・
上
」
を
み
る
と

「
取
替
子　

鞍
手
郡
直
方
村
杉
山
玄
丹
と
云
者
製
す
。
腹
病

一
切
に
用
て
験
あ
り
。
攻
撃
な
り
。
み
た
り
に
用
ゆ
へ
か
ら
す
」

と
の
記
事
が
あ
り
、
貼
紙
は
こ
の
薬
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
別
紙
の
「
松
末
村
」
は
上
座
郡
松
末
村
（
朝
倉
郡
杷
木
町
）

で
あ
る
。

　
「
土
産
考
」
の
藩
へ
の
献
上
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

で
あ
る
か
ら
、「
取
替
子
」
と
い
う
薬
は
『
田
嶋
外
伝
』
に
描

か
れ
る
よ
り
六
十
年
前
の
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
は
当
時

の
鞍
手
郡
直
方
町
（
直
方
市
）
で
杉
山
玄
丹
と
い
う
者
が
製
造

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
腹
痛
に
効
能
が
あ
る
と
い
う
が
、「
攻

撃
な
り
。
み
だ
り
に
用
ゆ
へ
か
ら
す
」
と
い
う
の
は
、
効
能
が

は
げ
し
く
取
扱
い
に
注
意
が
必
要
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。

■
広
い
商
圏
と
名
称
の
由
来

　

こ
の
薬
の
今
で
い
う
宣
伝
チ
ラ
シ
が
原
田
宿
に
あ
っ
た
こ
と

は
興
味
が
ひ
か
れ
る
。
隣
接
す
る
夜
須
郡
は
明
治
初
年
の
段
階

で
生
産
額
が
福
岡
県
内
（
筑
前
域
）
の
過
半
を
し
め
る
ほ
ど
の

製
薬
地
域
で
あ
り

（
註
２
）、

原
田
宿
に
ほ
ど
近
い
肥
前
田
代
（
鳥
栖
市
）

は
製
薬
と
薬
の
行
商
が
さ
か
ん
な
宿
駅
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
環
境
の
な
か
で
、
長
崎
街
道
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
は
い

え
、
四
十
キ
ロ
も
は
な
れ
た
遠
隔
地
の
直
方
製
の
薬
が
販
売
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
取
替
子
が
夜
須
・
田
代
地
域
に
伍
す
る
競

争
力
の
商
品
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
薬
は
軽
量
で
行
商
に

も
適
し
て
い
た
か
ら
、
原
田
宿
の
例
か
ら
推
定
し
て
取
替
子
は

ひ
ろ
く
筑
前
一
円
に
売
り
広
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き

る
。

　

こ
れ
を
裏
づ
け
る
の
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
鞍
手
郡
直
方

町
と
山
部
村
（
直
方
市
）
の
薬
生
産
額
で
あ
る
。
そ
れ
は
遠
賀

川
流
域
全
体
の
三
十
七
・
九
％
を
占
め
、
隣
接
す
る
植
木
村
（
直

方
市
）
を
あ
わ
せ
れ
ば
流
域
全
体
の
八
十
三
・
四
％
に
達
し
て

図１．『田嶋外伝浜千鳥』筑紫野市歴史博物館蔵

図２．１に同じ
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い
る
。（
表
１
）
取
替
子
は
こ
の
よ
う
な
製
薬
地
域
で
作
ら
れ

て
い
た
薬
で
あ
っ
た
。

　

取
替
子
の
名
の
由
来
だ
が
、
当
時
は
延
寿
丸
・
妙
効
丸
な
ど

効
能
を
示
す
も
の
、
熊
胆
丸
・
人
参
牛
黄
丹
な
ど
原
料
に
由
来

す
る
名
称
が
主
流
で
あ
っ
た
。
少
数
な
が
ら
黒
丸
子
・
龍
丸

子
・
朝
鮮
弘こ

う

慶け
い

子し

な
ど
「
子
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、「
取

替
子
」
の
名
は
特
異
で
あ
る
。

　

参
考
と
な
る
も
の
に
、
江
戸
で
流
行
し
た
「
取と

っ
か
え
べ
い

替
平
飴
売
り
」

が
あ
る

（
註
３
）。

こ
れ
は
町
な
か
を
「
と
っ
け
え
べ
い
、
と
っ
け
え
べ

い
」
と
ふ
れ
て
廻
り
、
古
釘
な
ど
の
古
金
と
飴
を
交
換
す
る
商

い
で
、
正
徳
の
こ
ろ
（
一
七
一
一
～
一
七
一
五
）
に
始
ま
っ
た

と
い
う
。「
と
っ
け
え
べ
い
」
は
関
東
の
方
言
で
「
取
り
替
え

よ
う
」
の
意
で
あ
る
。
薬
が
同
様
な
方
法
で
販
売
さ
れ
た
裏
付

け
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
時
の
取
替
子
が
ど
の
よ
う
な
生
薬
か
ら
な
る
薬
で
あ
っ
た

か
は
不
明
だ
が
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
杉
山
元
吉
が

調
合
を
改
め
た
と
き
の
記
録
に
よ
っ
て
大
方
の
傾
向
は
う
か
が

い
得
る
。（
表
２
）

■
杉
山
玄
丹
と
は

　

杉
山
玄
丹
に
つ
い
て
は
、
直
方
市
山
部
の
西
徳
寺
（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
）
に
旧
在
し
た
「
杉
山
玄
丹
墓
誌
」
に
記
述
が
あ

る（
註
４
）。

今
日
、
杉
山
家
の
墓
は
移
転
し
て
墓
碑
も
失
わ
れ
て
い
る

が
、
国
友
千
昭
氏
が
調
査
し
た
こ
ろ
は
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
基
壇
上
に
砂
岩
製
の
石
祠
が
あ
り
、
そ
の
三
面
に
墓
誌
が
楷

書
で
刻
さ
れ
て
い
た
。
原
文
と
解
説
を
以
下
に
示
す
。

　
　

�

杉
山
玄
丹
、
本
姓
尾
仲
氏
。
山
部
村
農
長
尾
仲
元
吉
少
子

有
故
改
姓
杉
山
。

　
　

�

自
幼
卓
落
不
羈
常
有
垂
名
後
世
之
志
。
及
長
遊
東
都
、
因

津
原
某
者
伝
授
神
仙
之
薬

　
　

�

名
曰
取
替
子
。
帰
後
遠
近
病
客
群
然
輻
湊
名
重
於
一
時
。

表１　『福岡県地理全誌』による遠賀川流域の薬生産
郡名 町村名 薬の名称 生産量 単位 製造者 金額(円) 単価(円) 町村別総金額
遠賀 上上津役村 養蔵円 300 貼 能美利平 9.300 0.031 9.30
遠賀 垣生村 延寿丸 2,100 貼 土田藤九郎 21.000 0.010 　
遠賀 垣生村 妙効丸 2,500 貼 土田藤九郎 10.500 0.004 　
遠賀 垣生村 山田振薬 3,000 貼 土田藤九郎 30.000 0.010 　
遠賀 垣生村 振出風薬 5,000 貼 土田藤九郎 25.000 0.005 　
遠賀 垣生村 万能膏 1,000 貼 土田藤九郎 5.000 0.005 　
遠賀 垣生村 安神散 1,000 貼 土田藤九郎 10.000 0.010 101.50
遠賀 熊手村 千金散 200 貼 藤村大四郎 1.200 0.006 　
遠賀 熊手村 山田振薬 300 貼 藤村大四郎 2.700 0.009 3.90
遠賀 熊手村 黒丸子 800 貼 藤村大四郎 7.200 0.009 11.10
遠賀 竹並村 萬金散 600 貼 遍照寺勇超 4.900 0.008 4.90
鞍手 木屋瀬村 風邪薬 1,100 貼 　藤井幸兵衛 6.500 0.006 　
鞍手 木屋瀬村 安神散 500 貼 　藤井幸兵衛 5.000 0.010 　
鞍手 木屋瀬村 金龍丹 300 貼 　藤井幸兵衛 9.600 0.032 　
鞍手 木屋瀬村 山田振薬 1,200 貼 　藤井幸兵衛 15.200 0.013 　
鞍手 木屋瀬村 黒丸子 650 貼 　藤井幸兵衛 8.450 0.013 44.75
鞍手 植木村 神方円 500 貼 　阿部卯三郎 6.000 0.012 　
鞍手 植木村 生気丸 4,500 貼 　香月佐平 40.500 0.009 　
鞍手 植木村 聴明丸 2,100 貼 　香月佐平 27.300 0.013 　
鞍手 植木村 姓健湯 2,700 貼 　香月佐平 27.000 0.010 　
鞍手 植木村 黒王丸 2,000 貼 　香月佐平 9.200 0.005 　
鞍手 植木村 生宝丹 1,200 貼 　香月佐平 4.500 0.004 　
鞍手 植木村 鶴頭丹 550 貼 　香月佐平 3.380 0.006 　
鞍手 植木村 万能膏 1,000 貝 　香月佐平 3.000 0.003 　
鞍手 植木村 金命丸 4,000 貼 　松尾謹カ作 68.000 0.017 　
鞍手 植木村 龍脳丸 10,000 貼 　松尾謹カ作 60.000 0.006 　
鞍手 植木村 振出 10,000 貼 　松尾謹カ作 45.000 0.005 　
鞍手 植木村 宝養円 3,000 貼 　松尾謹カ作 31.590 0.011 　
鞍手 植木村 成膏 3,000 貼 　松尾謹カ作 9.000 0.003 　
鞍手 植木村 山田振薬 1,000 貼 記載なし 　 0.000 　
鞍手 植木村 風薬 1,000 貼 記載なし 　 0.000 　
鞍手 植木村 安神散 500 貼 記載なし 5.600 0.011 　
鞍手 植木村 薬玉丸 500 貼 青柳武右衛門 　 0.000 340.07
鞍手 山部村 取替子 30,000 貼 杉山玄丹 150.000 0.005 　
鞍手 山部村 追虫園 4,250 貼 大塚宗七 46.877 0.011 　
鞍手 山部村 奇験丸 740 貼 大塚宗七 8.163 0.011 　
鞍手 山部村 小児丸 4,000 貼 日高藤次郎 22.800 0.006 227.84
鞍手 直方町 如達丸 1,500 貼 世良□山 65.550 0.044 　
鞍手 直方町 肝涼園 5,200 貼 中村三郎七 57.200 0.011 　
鞍手 直方町 黒丸子 600 貼 武内利八郎 4.500 0.008 127.25
鞍手 福丸村 龍香円 1,500 貼 村上金右衛門 28.500 0.019 　
鞍手 福丸村 虫下薬 1,000 貼 村上金右衛門 13.000 0.013 41.50
鞍手 高野村 龍起丹 1,000 貼 　武谷元龍 19.000 0.019 　
鞍手 高野村 保嬰丸 300 貼 　武谷元龍 5.700 0.019 24.70
穂波 楽市村 仙人膏 10,000 貼 茅野玄銅 5.000 0.001 5.00
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天
明
五
年
正
月
九
日
没
、

　
　

�

享
寿
五
十
九
矣
。
尓
（
爾
）
後
子
孫
世
ゝ
以
売
薬
為
業
其

門
尤
盛
。

　
　

�

一
日
尾
仲
君
来
謂
余
曰
、
玄
丹
吾
先
也
至
今
因
其
餘
澤
為

家
之
産
。
故
今
茲
欲
勒
其
碑

　
　

�

請
題
数
語
余
乃
歎
曰
孝
子
之
於
其
親
也
容
色
不
忘
乎
目
聲

音
不
絶
乎
耳
況
勒
其
碑
乎
。

　
　

�

余
與
尾
仲
君
相
識
十
餘
年
於
其
徴
言
不
可
固
辞
。
乃
題
搭

背
如
此
。�

岡
田
謙
識

	

文
久
元　

辛
酉　

秋　

   

　

前
段
で
は
杉
山
玄
丹
と
取
替
子
の
由
来
に
つ
い
て
を
述
べ

る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
杉
山
玄
丹
は
鞍
手
郡
山
部
村
の
農
長
尾
仲
元
吉
の
子
で
、

事
情
が
あ
っ
て
杉
山
に
改
姓
し
た
。
幼
少
か
ら
他
に
抜
き
ん
で

て
お
り
、
長
じ
て
江
戸
に
登
っ
て
津
原
某
な
る
者
か
ら
「
神
仙

之
薬
」を
伝
授
さ
れ
た
。
そ
の
名
を
取
替
子
と
い
う
。
帰
郷
後
、

こ
の
薬
を
求
め
る
人
が
群
れ
集
ま
り
、
名
声
を
博
し
た
。
天
明

五
年
正
月
九
日
、
五
十
九
歳
で
没
。
そ
の
後
子
孫
は
代
々
売
薬

を
業
と
し
繁
栄
し
た
。

　

後
段
は
墓
誌
建
立
の
経
緯
で
あ
る
。

　

あ
る
日
、
友
人
の
尾
仲
君
（
筆
者
註
・
杉
山
姓
で
は
な
い
）

が
私
岡
田
謙
を
訪
ね
て
言
う
に
は
、
玄
丹
は
私
の
先
祖
で
あ

る
。
今
日
に
い
た
る
ま
で
そ
の
恩
恵
で
わ
が
家
は
富
み
栄
え
て

い
る
。
そ
こ
で
碑
を
建
て
る
の
で
、
碑
文
を
書
い
て
欲
し
い
、

と
。
も
と
よ
り
孝
子
が
お
こ
な
う
こ
と
に
異
論
は
な
く
、
尾
仲

君
と
は
十
数
年
の
交
友
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
一
文
を
し
た
た

め
た
。
時
に
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
秋
」

　　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
取
替
子
は
山
部
村
農
長
（
庄
屋
）
の
子
杉

山
玄
丹
が
江
戸
で
学
ん
で
持
ち
帰
り
、
そ
の
後
も
な
が
く
作
ら

れ
た
薬
で
あ
る
。
碑
文
か
ら
逆
算
し
た
玄
丹
の
生
年
は
、
享

表２　取替子調合の変遷（『飯野山部文書58』による）
　 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

　 「製薬調合」
天保14年

（単位・斤）

「製薬調合」
天保14年

（単位・斤）
唐物配合

「明治9年改
訂」

（単位・戔）

「明治9年改
訂藤野」

（単位・戔）

「 素 吉 記 秘
書写」

（単位・戔）

「 素 吉 記 秘
書写・合薬
の法」

（単位・戔）

「 売 薬 検 査
御願」明治
８年

（単位・戔）

「 売 薬 之 次
第ニ付伺」

（単位・匁）

「 発 売 差 止
に付山名三
折調合」

（単位・匁）

「 発 売 差 止
に付山名三
折調合」（単
位・匁）「加
え て も よ
し」藤野

(蒼朮ノ事)古根朮 3 　 　 　 　 30 　 　 　 　
(白朮ノ事) 若根朮 4 　 　 　 　 　 　 　 　 　
阿仙 　 　 　 　 120 　 　 120 　 　
阿仙薬 　 量目無記入 75 300 　 　 　 　 12 12
伊豆宿砂 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　
加賀黄連 3.5 　 14.375 57.5 　 34 5.5 　 5.5 5.5
滑石 　 量目無記入 　 　 8 　 　 　 　 　
甘草 　 4斤 　 　 　 27 　 　 　 　
桂根皮 　 　 　 　 　 27 　 20 　 　
胡黄連 　 　 　 　 　 　 　 55 　 　
厚朴 4 　 57.5 230 　 27 4 40 　 　
合薬 　 　 　 　 360 　 　 　 　 　
根皮肉桂 4 　 　 　 　 　 　 　 　 　
山柤子 2.5 　 　 　 　 27 　 　 　 　
宿砂 　 　 　 　 　 30 　 　 　 　
青皮 5 　 　 　 　 34 2 20 2 2
青朮香 3.5 　 　 　 　 34 　 　 　 　
辰砂 　 　 　 　 　 　 　 30 　 　
竹節人参 　 　 　 　 　 　 　 40 　 2.5
丁子 　 　 　 　 8 　 　 8 　 　
陳皮 5 　 57.5 　 　 34 　 40 　 　
唐 厚朴 　 　 　 　 　 　 　 　 4 4
唐甘草 　 　 30 120 　 　 1 10 1 1
唐胡黄連 　 1斤5合 　 　 　 　 　 　 　 　
唐山査子 　 　 57.5 230 　 　 　 　 　 　
唐山柤子 　 1斤5合 　 　 　 　 　 20 　 2.5
唐宿砂 　 1斤5合 30 　 　 　 　 30 　 2.5
唐蒼朮 　 1斤5合 　 　 　 　 　 30 　 　
唐白朮 　 1斤半 　 　 　 　 　 　 　 　
唐木香 　 1斤5合 30 120 　 　 6 60 6 6
唐枳実 　 1斤5合 30 120 　 　 3 　 3 3
当薬 　 　 75 　 60 　 6 60 6 6
梅花龍脳 　 　 　 　 1 　 　 13 　 　
白朮 　 　 57.5 230 　 30 　 　 　 　
薄荷 　 量目無記入 　 　 20 　 　 20 　 　
片脳 　 量目無記入 　 　 3 　 　 　 　 　
穂当薬 　 量目無記入 　 　 　 　 　 　 　 　
龍脳 　 　 　 　 　 　 1.5 　 1.3 1.3
枳実 5 　 　 　 　 44 　 30 　 　
梹榔子 　 3斤5合 32.5 130 　 24 2.5 25 2.5 2.5
莪木 5.5 　 25 100 　 37 2 20 2 2
𨿸冠雄黄 　 　 　 　 　 　 　 45 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
合計 48 　 571.875 1637.5 580 439 33.5 736 45.3 52.8
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保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
と
な
る
。
玄
丹
の
江
戸
遊
学
の
時

期
は
不
明
だ
が
、
二
十
代
の
と
き
と
仮
定
す
れ
ば
寛
延
年
間

（
一
七
四
八
～
五
〇
）
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
万
延
二
年

は
二
月
十
九
日
に
改
し
て
文
久
元
年
と
な
っ
た
。
墓
誌
を
撰
文

し
た
岡
田
謙
は
直
方
古
町
の
医
師
岡
田
養
正
と
推
定
さ
れ
て
い

る（
註
５
）。

　

一
方
、
西
徳
寺
の
新
旧
二
冊
の
過
去
帳
に
は
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
八
月
と
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
七
月
に
「
尾

仲
直
次
の
父
元
吉
」
の
没
年
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
没
年
が
正
確

か
は
不
明
だ
が
、
過
去
帳
に
は
子
で
あ
る
「
尾
仲
直
次
」
の
没

年
が
み
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
直
次
が
杉
山
姓
に
改
め
た
と

解
釈
で
き
る
か
ら
、「
元
吉
の
子
」
と
あ
る
尾
仲
直
次
が
玄
丹

で
あ
る
可
能
性
が
た
か
い
。

　

も
っ
と
も
、
杉
山
家
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
玄
丹
の
没
年
は
尾
仲

元
吉
の
ふ
た
つ
の
没
年
の
間
に
あ
る
。
後
者
の
天
明
七
年
を
と

れ
ば
、
五
十
九
歳
で
没
し
た
玄
丹
よ
り
元
吉
の
方
が
長
生
き
し

た
こ
と
に
な
る
。
年
代
的
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
く
だ
っ
て
明
治
十
一
年
の
過
去
帳
に
は
「
外
町　

杉

山
元
吉
（
玄
丹
）
室　

た
よ
」
と
あ
り
、
玄
丹
は
元
吉
の
製
薬

者
と
し
て
の
「
名
乗
り
」
と
思
わ
れ
る
。
製
薬
を
業
と
す
る
杉

山
家
の
当
主
は
代
々
「
玄
丹
」
を
称
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

玄
丹
の
名
の
由
来
は
不
明
だ
が
、「
玄
」は
実
父
元
吉
の「
元
」

字
と
通
音
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
天
明
期
に
没
し
た
尾
仲
元

吉
も
玄
丹
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
薬

業
は
杉
山
玄
丹
以
前
か
ら
尾
仲
家
の
家
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
玄
丹
の
江
戸
遊
学
も
そ
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ

よ
う
。

■
尾
仲
氏
と
杉
山
氏
の
出
自

　

玄
丹
の
出
自
で
あ
る
尾
仲
氏
は
、
中
世
末
の
土
豪
の
系
譜
に

つ
な
が
る
旧
家
で
あ
る
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の
「
新

入
郷
夜
討
」
な
ど
一
連
の
杉
統
連
発
給
の
文
書
に
尾
仲
新
左
ら

の
名
が
見
え
る

（
註
６
）。

の
ち
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
完
成
し
た

福
岡
藩
の
支
藩
東
蓮
寺
藩
（
の
ち
直
方
藩
）
の
藩
主
居
館
は
尾

仲
氏
を
山
部
村
に
退
去
さ
せ
た
跡
地
と
い
い

（
註
７
）、

直
方
藩
初
期
以

降
、
山
部
村
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
後
も
子
孫
は
山
部
村
の

庄
屋
と
し
て
続
き
、
明
治
に
至
っ
て
い
る
。

　

一
方
の
杉
山
氏
に
つ
い
て
は
、
東
蓮
寺
藩
士
に
そ
の
名
が
み

え
る
。『
明
治
初
年
分
限
帳
』を
根
拠
に
そ
の
時
期
を「
元
禄
期
」

の
「
黒
田
長
清
が
直
方
藩
主
で
あ
っ
た
時
代
」
と
の
見
解
も
あ

る
が

（
註
８
）、

元
禄
期
の
藩
主
は
三
代
藩
主
長
寛
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ

よ
り
早
く
慶
長
五
年
（
一
六
八
八
）
の
福
岡
藩
知
行
表

（
註
９
）に

は

　

三
百
石　

杉
山
伊
兵
衛

の
名
が
あ
り
、
杉
山
姓
の
福
岡
藩
士
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
期

ま
で
遡
っ
て
確
認
で
き
る
。

　

く
だ
っ
て
『
直
方
旧
考
』
に
は
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
・
天

和
元
）
に
幕
府
の
巡
検
上
使
が
通
行
し
た
と
き
の
「
小
竹
茶
屋

支
配
」
と
し
て
杉
山
兵
助
吉
則
の
名
が
み
え
る
。
直
方
藩
士
杉

山
氏
の
初
見
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
『
直
方
家
中
分
限
』

に
　

杉
山
三
郎
平　

納
戸　

二
〇
石
四
人
扶
持
宛

　
「
正
徳
職
禄
分
限
帳
」
に

　

杉
山
三
郎
兵
衛　
　

納
戸
組　

百
三
十
石	

　

と
あ
り
、
杉
山
氏
は
直
方
藩
に
代
々
仕
え
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

直
方
藩
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
廃
藩
、
本
藩
へ
還
付

と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
〇
）
の

『
福
岡
藩
安
永
分
限
帳
』
に
は

　

杉
山
新
五
衛
門　

百
五
十
一
石
一
斗
二
升
一
合

と
あ
り
、
杉
山
氏
は
以
後
明
治
に
い
た
る
ま
で
福
岡
藩
士
と
し

て
続
い
た
。
余
談
に
な
る
が
、
の
ち
に
そ
の
家
系
か
ら
政
治
活

動
家
の
杉
山
茂
丸
、
そ
の
子
で
小
説
家
の
夢
野
久
作
な
ど
が
生

ま
れ
て
い
る
。

　

廃
藩
に
際
し
、
直
方
藩
士
は
福
岡
に
引
き
払
い
、
そ
の
後
は

福
岡
藩
士
と
な
っ
た
が
、
少
数
の
武
士
は
分
家
し
て
旧
直
方
藩

領
に
と
ど
ま
り
土
着
し
た
。
直
方
町
の
町
役
人
を
つ
と
め
た
庄

野
氏
、
下
境
村
の
庄
屋
を
つ
と
め
た
加
藤
氏
な
ど
、
町
や
村
の

指
導
者
層
と
し
て
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
杉
山
家
墓
誌
に
あ
る
「
山
部

村
の
農
長
尾
仲
元
吉
の
少
子
」
が
「
姓
を
杉
山
と
改
」
め
た
こ

と
は
興
味
が
も
た
れ
る
。
そ
の
推
定
さ
れ
る
生
誕
年
の
享
保

十
一
年
（
一
七
二
六
）
は
直
方
廃
藩
の
六
年
後
で
あ
り
、
旧
直

方
藩
士
が
同
十
四
年
の
年
末
ま
で
に
漸
次
福
岡
へ
引
き
払
っ
て

ゆ
く
状
況
の
な
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
旧
藩
士
の
杉
山
氏

の
一
部
が
山
部
村
に
土
着
し
、
在
地
の
旧
族
で
あ
る
尾
仲
家
か

ら
養
子
を
迎
え
た
可
能
性
が
た
か
い
。

■
明
治
の
医
制
発
布
と
取
替
子
の
危
機

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
杉
山
家
が
製
造
す
る
「
取
替
子
」

は
十
八
世
紀
前
半
の
元
文
年
間
か
ら
幕
末
に
い
た
る
ま
で
、
山

部
村
（
明
治
二
十
二
年
よ
り
直
方
町
）
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

明
治
初
年
の
生
産
量
は
三
万
貼
、
売
上
金
額
は
一
五
〇
円
と

あ
り

（
（註

（
註

、
当
時
製
薬
が
さ
か
ん
だ
っ
た
鞍
手
郡
内
で
も
群
を
抜
く

も
の
で
あ
っ
た
。（
表
１
）

　

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
ろ
杉
山
家
の
「
取
替
子
」
は
存
亡
の
危

機
に
瀕
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

明
治
七
年
八
月
、
文
部
省
は
「
医
制
」
を
発
布
し
、
新
し
く

医
師
免
許
や
医
薬
分
業
な
ど
制
定
し
た
。
同
年
十
一
月
、
当
時

の
当
主
杉
山
玄
丹
素
吉
は
福
岡
県
に
「
売
薬
之
次
第
ニ
付
伺
」

と
題
し
て
「
取
替
子
」
の
配
合
、
用
法
、
効
能
を
記
し
た
「
売

薬
之
次
第
ニ
付
伺
」
を
提
出
し
た

（
（註

（
註

。
こ
れ
に
は
二
十
一
種
の
生
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尾
仲
直
治
の
連
名
で
「
家
伝
薬
方
書
類
取
返
」
の
嘆
願
を
当
時

の
鞍
手
郡
郡
長
久
柳
寂
也
あ
て
に
提
出
し
た

（
（註

（
註

。
そ
の
内
容
は

　
「
私
共
親
族
山
部
村
杉
山
素
吉
、
過
る
明
治
八
年
十
月

二
十
二
日
死
去
仕
候
に
付
、
素
吉
長
男
同
性
（
姓
）
素
市
え
家

督
相
続
御
願
申
上
、
素
一
を
以
戸
主
と
相
定
候
へ
共
、
同
人
幼

少
の
者
に
て
家
政
相
立
不
申
候
条
。
親
族
中
よ
り
保
護
致
し
万

事
協
議
を
以
取
計
来
り
居
候
処
、
素
市
叔
母
聟
同
村
飯
野
復
兵

衛
な
る
者
、
素
市
方
家
伝
取
替
子
薬
方
書
類
を
持
帰
り
居
候
に

付
、
書
類
返
し
呉
候
様
度
々
及
懇
談
候
へ
共
兎
哉
角
に
強
情
を

募
り
、
一
向
指
返
し
不
申
最
早
親
族
の
力
に
難
及
、
此
上
は
御

役
所
の
御
憐
愍
を
以
飯
野
復
兵
衛
御
呼
出
の
上
、
書
類
指
返
し

候
様
御
説
諭
被
仰
付
度
、
此
段
親
族
連
署
を
以
奉
歎
（
嘆
）
願

候
也
。

　
　

�

鞍
手
郡
山
部
村　

九
千
六
百
番
地
居
住　

杉
山
素
市
（
マ

マ
）

　
　

明
治
十
二
年
二
月

　
　

親
族　

　
　
　
　
　
　

尾
仲
円
造

　
　

同　
　
　

藤
野
碩
山

　
　

同　
　
　

尾
仲
直
治

　
　

鞍
手
郡
々
長　

久
柳
寂
也
殿　

」

　

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
嘆
願
は
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
素
一
は
そ
の
後
明
治

三
十
年
に
「
明
治
大
学
の
前
身
明
治
法
律
学
校
を
出
で
、
後
家

業
に
従
事

（
（註

（
註

」
し
て
お
り
、
取
替
子
の
製
造
販
売
は
素
一
家
に

戻
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
地
元
出
版
物
に
も

「
往
時
東
蓮
寺
の
取
替
子
と
称
し
腹
痛
特
効
薬
と
し
て
有
名

で
あ
っ
た
。
旧
藩
時
代
福
岡
家
中
に
帯
刀
を
許
さ
れ
行
商
し
た

も
の
で
あ
る
。
元
祖
杉
山
玄
丹
氏
の
末
杉
山
素
一
氏
は
今
尚
製

造
販
売
し
て
い
る

（
（註

（
註

」
と
の
記
述
が
あ
る
。

■
杉
山
素
一
と
取
替
子

　

杉
山
素
一
は
そ
の
後
政
友
会
の
党
員
と
し
て
地
元
政
財
界
で

活
躍
し
た
。
大
正
六
年
に
町
会
議
員
に
就
任
し
、
商
工
会
副
会

長
、
直
方
民
間
飛
行
場
常
任
理
事
、
日
之
出
橋
改
築
な
ど
に
従

事
、
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
直
方
市
市
会
議
員
を
務

め
た

（
（註

（
註

。（
写
真
１
）

　

取
替
子
の
販
売
も
順
調
だ
っ
た
ら
し
く
、
当
時
の
「
売
薬

商
」
五
店
の
中
で
唯
一
取
替
子
の
み
が
振
替
口
座
を
開
設
し
て

い
る

（
（註

（
註

。

　

素
一
に
は
子
が
な
く
、
親
戚
筋
に
あ
た
る
直
方
新
町
の
飯
野

彦
太
郎
の
次
男
元
次
郎
（
大
正
九
年
生
）
を
養
子
を
迎
え
た
。

元
次
郎
は
成
人
し
て
歯
科
医
と
な
っ
た
た
め
、
製
薬
は
戦
後
も

素
一
が
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
す
で
に
製
薬
は
小
規
模
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
ら

し
く
、
元
次
郎
の
子
、
玄
治
（
昭
和
二
十
四
年
生
）
は
昭
和

三
十
年
こ
ろ
、
父
が
外
町
の
広
大
な
自
宅
の
離
れ
で
製
薬
を
手

伝
っ
て
い
た
の
を
見
た
記
憶
が
あ
る
。

「
上
野
焼
の
大
皿
で
薬
を
手
で
ま
ぜ
て
正
露
丸
の
よ
う
な
小

さ
な
丸
薬
を
つ
く
り
、
銀
箔
を
ま
ぶ
し
て
い
た
。
取
替
子
と
は

こ
れ
で
は
な
か
っ
た
か
」「
仕
上
が
る
と
丸
薬
を
す
く
う
小
さ

な
穴
の
あ
い
た
匙
で
袋
に
入
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
頻
繁

に
製
造
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

薬
の
配
合
を
記
し
、
効
能
と
し
て
「
第
一　

志
や
く
（
癪
）
つ

か
へ　

腹
一
切
に
よ
し
。
も
の
阿
（
当
）
た
り
、
こ
わ
り
、
腹

下
り
、
腹
ニ
よ
し
。
諸
喰
合
セ
、
毒
消
し
、
暑
気
は
ら
い
」
を

あ
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
翌
八
年
三
月
の
文
部
省
の

返
答
は「
右
発
売
難
聞
届
候
事
」で
あ
り
、
販
売
は
不
可
と
な
っ

た
。

　
「
右
の
通
御
達
相
成
候
に
付
大
い
に
驚
愕
」
し
た
杉
山
素
吉

は
「
更
ニ
余
程
精
改
し
」
て
調
合
を
変
更
し
、
効
能
も
「
癪
ツ

カ
エ
」
の
み
に
変
更
し
、「
右
ハ
此
度
新
ニ
調
製
発
売
仕
度
奉

存
候
間
御
検
査
ノ
上
御
差
支
モ
無
御
座
候
ハ
ヾ
免
許
鑑
札
御
下

渡
被
下
度
仍
テ
製
剤
相
添
此
段
奉
願
候
也
」
と
し
て
同
年
九
月

に
「
売
薬
検
査
御
願
」
を
提
出
し
た

（
（註

（
註

。

　

提
出
に
あ
た
り
取
替
子
の
調
合
が
再
検
討
さ
れ
、
あ
ら
た
な

調
合
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
医
業
・
製
薬
に
た
ず
さ
わ
る
親

族
の
協
力
が
あ
っ
た
。
鞍
手
郡
南
良
津
村
の
藤
野
碩
山
は
取
替

子
の
新
た
な
調
合
を
示
し
、
上
境
村
の
医
師
山
名
山
（
三
）
折

も
藤
野
の
助
言
を
得
て
別
の
調
合
を
示
し
た

（
（註

（
註

。

　

と
こ
ろ
が
提
出
直
後
の
十
月
二
十
二
日
、
杉
山
玄
丹
素
吉
は

急
逝
す
る
。
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
十
二
月
に
長
男
の

素
一
が
誕
生
し
た
。

　

明
治
九
年
四
月
、
取
替
子
は
内
務
省
衛
生
局
よ
り
売
薬
御
免

許
鑑
札
が
下
り
た
。
十
一
月
に
は
あ
わ
せ
て
一
流
丹
・
奇
効
丸

の
免
許
も
下
り
て
い
る

（
（註

（
註

。
翌
明
治
十
年
四
月
に
は
ま
だ
幼
児
で

あ
る
杉
山
素
一
の
名
で
、
売
薬
営
業
の
素
吉
か
ら
の
名
義
変
更

届
け
が
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
親
族
間
の
内
紛
が
発
生
し
た
。
明
治
十
二
年
一
月
、

親
族
の
ひ
と
り
飯
野
復
兵
衛
な
る
人
物
が
「
当
戸
主
素
一
未
タ

初
年
ニ
シ
テ
製
剤
ス
ル
能
ワ
ズ
」
と
の
理
由
で
売
薬
免
許
の
名

義
を
自
分
に
変
更
す
る
よ
う
に
申
請
し
た

（
（註

（
註

。
こ
れ
は
受
理
さ
れ

た
よ
う
だ
が
他
の
親
族
が
反
発
し
、
明
治
十
二
年
二
月
に
は
素

市
（
一
）
を
名
義
人
と
し
て
親
族
の
尾
仲
円
造
・
藤
野
碩
山
・
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妹
の
素
美
子
が
記
憶
し
て
い
る
取
替
子
の
薬
袋
は
、
白
地
に

青
と
赤
の
二
色
で
印
刷
し
た
素
朴
な
も
の
だ
っ
た
。
戦
前
戦
後

の
一
時
期
、
元
次
郎
の
妻
醇
子
は
製
造
し
た
数
種
類
の
薬
を
小

倉
南
部
や
鞍
手
郡
鞍
手
町
に
「
置
き
薬
」
し
て
い
た
が
、
薬
が

少
な
い
時
代
は
よ
く
売
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
自
宅
は
市
街

地
か
ら
農
村
部
に
つ
な
が
る
日
の
出
橋
ち
か
く
に
あ
っ
た
た

め
、
馬
車
を
引
い
て
橋
を
渡
っ
て
来
る
人
な
ど
が
通
行
の
つ
い

で
に
薬
を
買
い
求
め
て
い
た
と
も
記
憶
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
時
期
は
家
族
の
み
の
零
細
な
製
造
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　

そ
の
後
、
元
次
郎
が
石
炭
の
好
景
気
で
賑
わ
う
遠
賀
郡
香
月

町
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）
に
歯
科
医
院
を
開
業
し
、
一
家
は

こ
の
地
に
移
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
七
年
こ
ろ
自
宅
が
火

災
で
全
焼
し
、
製
薬
に
か
ん
す
る
一
切
が
失
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
日
残
る
製
薬
に
か
か
わ
る
品
は
、
薬
を
こ
ね
合
わ

せ
る
時
の
「
コ
ネ
バ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
陶
器
の
大
鉢
の
み
で
あ

る
。

　

素
一
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
七
月
に
八
十
八
歳
で

没
し
た
。
こ
れ
は
取
替
子
製
造
の
終
焉
で
も
あ
っ
た
。
取
替

子
製
造
の
諸
権
利
は
そ
の
後
大
阪
の
製
薬
会
社
「
丹
平
製
薬
」

（
現
・
丹
平
中
田
株
式
会
社
）
に
売
却
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　
「
名
薬
」
と
よ
ば
れ
た
取
替
子
の
消
長
二
百
余
年
を
概
観
し

た
。
江
戸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
薬
は
直
方
の
杉
山
家
に
引
き
継

が
れ
、
代
々
の
当
主
は
「
玄
丹
」
を
襲
名
し
た
。
江
戸
後
期
に

は
上
座
・
朝
倉
郡
お
よ
び
肥
前
田
代
の
売
薬
に
伍
す
る
競
争
力

を
備
え
、
広
域
の
商
圏
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
後
期

の
直
方
町
で
製
薬
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
同
時
に
長
崎
街
道
の
宿

駅
化
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
初
期
に
は
い
っ
て
も
、
取
替
子
は
製
薬
が
さ
か
ん
な
直

方
町
と
そ
の
周
辺
で
も
他
を
圧
す
る
生
産
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

も
売
薬
制
度
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
、
相
続
時
の
親
族
間
に

お
け
る
軋
轢
も
乗
り
越
え
て
、
製
薬
は
小
規
模
な
が
ら
戦
後
ま

で
続
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
火
災
で
史
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
製

造
・
営
業
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
昭
和
初
期
の
「
直

方
町
記
念
誌
」「
直
方
市
制
記
念
誌
」
や
昭
和
の
一
時
期
、「
置

き
薬
」
を
し
て
い
た
と
の
証
言
を
敷
衍
す
れ
ば
、
明
治
以
前
か

ら
配
置
売
薬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。�

（
う
し
じ
ま 

え
い
し
ゅ
ん
）

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
国
友
千
昭
・
篠
田
尊
徳
・
杉

山
玄
治
・
杉
山
素
美
子
の
各
氏
、
お
よ
び
筑
紫
野
市
歴
史
博
物

館
か
ら
有
益
な
ご
教
示
を
頂
き
、
ま
た
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い

た
。
篤
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

註１
．
筑
紫
野
市
歴
史
博
物
館
蔵

２
．
拙
稿
「『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
み
る
筑
前
の
製
薬
（
予
察
）」

『
か
や
の
も
り
』
17 

近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部　

二
〇
一
二

年

３
．
拙
稿
『
飴
と
飴
売
り
の
文
化
史
』
弦
書
房　

二
〇
〇
九
年

４
．
国
友
千
昭
「
西
徳
寺
の
杉
山
玄
丹
墓
誌
」「
郷
土
直
方
」
37

号　

直
方
郷
土
研
究
会　

二
〇
一
二
年

５
．
註
４
に
同
じ

６
．
紫
村
一
重
ほ
か
編
「
新
入
郷
夜
討
」『
直
方
市
史
』
資
料
編

上
巻　

一
九
八
三
年

７
．
紫
村
一
重
ほ
か
編
「
直
方
旧
考
」『
直
方
市
史
』
資
料
編
上

巻　

一
九
八
三
年　

８
．
坂
上
知
之
「
福
岡
藩
馬
廻
組
百
三
十
石
杉
山
家
の
士
官
時

期
の
検
討
」『「
夢
野
久
作
と
杉
山
３
代
研
究
会
」
会
報
』

第
三
号　

二
〇
一
五
年

９
．『
慶
長
五
年
国
中
知
行
表
』
宝
暦
六
年
写　

筆
者
蔵

10
．『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
鞍
手
郡
直
方
町
の
項　

11
．
直
方
市
図
書
館
蔵
「
飯
野
山
部
文
書
58
」
に
よ
る
。
三
六
六

丁
の
小
横
帳
で
表
紙
を
欠
く
。
直
方
市
総
務
部
『
直
方
市
史

資
料
目
録
』
一
九
八
一
年
で
は
「
庄
屋
手
控
」
の
仮
題
が
あ

る
が
、
薬
の
処
方
・
製
法
お
よ
び
明
治
以
降
の
免
許
や
願
書

の
写
し
を
記
し
た
「
調
合
帳
」
で
あ
る
。

12
．『
飯
野
山
部
文
書
58
』「
売
薬
検
査
御
願
」

13
．『
飯
野
山
部
文
書
58
』「
家
伝
取
替
子
薬
製
法
改
定
南
良
津
村

藤
野
碩
山
調
合
」

14
．
紫
村
一
重
ほ
か
編「
市
史
史
料
１
６
２「
売
薬
営
業
願
」」『
直

方
市
史
』
資
料
編
下
巻　

一
九
八
三
年

15
．『
飯
野
山
部
文
書
58
』「
売
薬
御
免
許
鑑
札
名
届
改
・
・
・
ニ

付
伺
」

16
．『
飯
野
山
部
文
書
58
』「
家
伝
薬
方
書
類
取
返
の
儀
に
付
歎
願
」

17
．
和
田
泰
光
「
創
建
三
百
年　

直
方
町
記
念
誌
」
筑
豊
之
実
業

社　

一
九
二
六
年

18
．
和
田
泰
光
「
直
方
市
制
記
念
誌
」
筑
豊
之
実
業
社　

一
九
三
二

年

19
．
17
に
同
じ

20
．
長
谷
川
寛
次
『
な
ほ
か
た
商
工
案
内
』
直
方
商
工
会　

一
九
二
六

年
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